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2003年 2004年 2005年 2006年 07年1 6月 2007年1Q 2Q ６月 7月
GDP成長率（対前年比：％ ) 5.5 10.7 6.2 8.4 - - - - -
産業生産額（対前年同期比：％） 6.0 10.5 ▲ 4.2 9.1 13.2 11.2 14.8 37.0 25.3
消費者物価上昇率(対前年同期末比：％） 4.7 11.0 9.5 6.0 6.3 2.2 6.3 6.3 7.1
登録失業者(千人) 33.3 35.6 32.9 32.9 31.8 32.2 31.8 31.8 32.2
対ドル為替レート（トゥグルグ） 1,168 1,209 1,221 1,165 1,164 1,165 1,164 1,164 1,165
貿易収支（百万USドル） ▲ 185.1 ▲ 151.4 ▲ 95.0 39.6 ▲ 32.2 22.1 ▲ 54.3 ▲ 18.0 ▲ 50.6
　輸出（百万USドル） 616 870 1,054 1,529 836 371 465 173 141
　輸入（百万USドル） 801 1,021 1,149 1,489 868 349 519 191 192
国家財政収支(十億トゥグルグ） ▲ 61.9 ▲ 16.4 60.4 124.5 97.9 72.7 25.2 49.3 22.3
国内貨物輸送（百万トンキロ） 7,504 9,169 10,822 9,693 4,682 2,385 2,297 - -
国内鉄道貨物輸送（百万トンキロ） 7,253 8,878 9,948 9,226 4,271 2,199 2,072 660 652
成畜死亡数（千頭） 1,324 292 677 476 181 47 134 52 -

（注）為替レート、登録失業者数は期末値。
（出所）　モンゴル国家統計局「モンゴル統計年鑑」、「モンゴル統計月報」各号 ほか

モンゴル

　2007年上半期のモンゴルの主要マクロ経済指標は、前年
同期よりも良好であり、この傾向は７月も持続している。
製造業の生産額が堅調なことから、産業生産額は増加傾向
を７カ月間継続している。国家財政収支も上半期、７月と
もに、黒字を継続している。インフレ率と為替レートは期
間を通じ安定している。しかし貿易収支は１、２月を除い
て、赤字を記録している。一方で、内外の市場における経
済状況の改善と、主要輸出品の価格の上昇によって、モン
ゴルの外貨準備高は７月に初めて10億ドルに達した。外貨
準備高は1992年においては、460万ドルに過ぎなかった。

国家財政
　上半期の国家財政収支は979億トゥグルグ、７月は223億
トゥグルグの黒字であった。国家財政収入は7,371億トゥ
グルグで、その内訳は租税収入が77.9％、非税収入が
21.7％で、この他、資本収入が0.3％、海外からの援助が0.1％
となっている。地方政府の財政収入は上半期に697億トゥ
グルグとなっており、当初の計画を6.2％上回っている。
　上半期の国家財政支出は6,394億トゥグルグとなってお
り、経常支出が77.9％、資本支出が12.7％、融資の純増が
4.9％となっている。支出を項目別に見ると、経済関連が
26.7％、社会保障及び福祉が26.3％、公共サービスが
19.4％、教育が17.3％、医療サービスが8.2％となっている。
　全国で22ある地方政府（県）のうち、オロホン、ウムネ
ゴビ、ウランバートル、ドロノド、ダルハンウール、セレ
ンゲの６県を除く16県は、国家予算から補助金を受けてい
る。上半期にこれらの16県が受け取った補助金は総額137
億トゥグルグで、地方政府の収入全体の19.7％にあたる。
また上半期における、上記の６県から国家予算への資金の
移転は、113億トゥグルグであった。

失業及び平均雇用給与
　７月末に、雇用サービス事務所に登録した失業者数は
32,200人であった。そのうち55.9％が女性であり、55.9％
は就労経験を持っていない新規の就労希望者である。また
56.8％が16～34歳の若年層である。この数値はドロノド、

ウブルハンガイ、ドロノゴビ、ダルハンウール、ゴビスメ
ベル、ウムネゴビなどの県で高くなっている。また失業者
の66. ８％が中等以上の教育を受けている。
　2007年の第２四半期に行われた無作為抽出調査によれ
ば、この時点の全ての経済活動に携わる者の平均月給は
166,200トゥグルグ（142.8ドル）で、前年同期から37,700トゥ
グルグ（32.4ドル）、率にして29.3％上昇している。これは
2000年の第４四半期に比べ、2.7倍の上昇となっている。
一方で、同期間の消費者物価上昇率は57.4％にとどまって
いる。また雇用されている男性の平均給与は、女性の平均
給与を14.4％上回っている。また、金融サービス、鉱業、
教育、公務、防衛、社会保障、運輸・倉庫、通信の各部門
の平均給与は、他の部門よりも高く、全体の平均を上回っ
ている。さらに、国有企業及び株式会社の雇用者の平均給
与は相対的に高く、平均を上回っている。それぞれの平均
月給は第２四半期で190,100トゥグルグ（163.34ドル）、
170,100トゥグルグ（146.15ドル）となっている。
　法人登録によれば、モンゴル全体で上半期に52,200の法
人が登録しており、このうち58.5％の30,867が実態的な活
動を行っている。全体の68.1％がウランバートル登録して
おり、また活動実態のある法人の60.2％がウランバートル
に所在している。

産業部門
　上半期の産業生産額は前年同期比13.2％増となった。全
ての主要部門の生産額が増加した。製造業の生産額が
29.2％と最も高い成長を示し、鉱業が6.2％、エネルギー・
水部門が1.9％の伸びとなった。製造業の成長は、前年同
期の5.1倍を記録した皮革加工・履物、同じく２倍となっ
たタバコ製造などの部門の高い伸びによるものである。
　工業製品の販売額は１兆1,000億トゥグルグ（10億ドル）
で、そのうちの64.8％が輸出向けであった。鉱業は引き続
き主要な輸出部門で、輸出額は全体の61.7％を占めた。上
半期の石油の生産高は313,000バーレルで、前年同期の2.4
倍となった。さらに７月の生産高は63,800バーレルであっ
た。

（ERINA調査研究部研究主任　エンクバヤル・シャグダル）


